
２月２１日(木）に第３回事業の視察会・交流会が開催され、３２名が参加しました。

視察先は、横浜市鶴見で工場創設し、創業９０年を迎えた鶴見コンクリート株式会社の伊勢原工場
（伊勢原市神戸）です。
同社の主力製品は「プレキャストボックスガルバート」で、下水道をはじめとしたあらゆる社会基盤
整備に採用され、パイオニア的な存在でもあります。また、新商品の分野では、老朽化した管渠の
再構築工事に欠かせない自立型更生管「ＲＰＣ工法」、常時はテンションが効いて不陸が起きない
耐震ジョイント「タフジェイ」「タフジェイボックスガルバート」などを開発。今後は、道路・港湾・空港・
農水・建築などの分野でも活用が期待されています。
身近では、雨水貯留・浸透函（施設）など、第二東名などの道路工事やゲリラ対策の校庭などにも
施行され、市民の安心安全、財産を守ることなども担う企業でした。

【湘南地域異業種グループ連絡会 第3回事業】

受注により生産された巨大なものから比較的小型のものまで、様々な製品が出荷されていきました。


